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問　

近
年
、
自
転
車
と
歩
行
者

の
事
故
が
増
え
、
自
転
車
に
対
す

る
道
路
交
通
法
も
厳
し
く
な
り
、

自
転
車
を
加
害
者
と
し
た
１
億
円

を
越
え
る
損
害
賠
償
判
決
も
出
て

い
る
。大
和
市
で
は
児
童
や
生
徒
、

そ
の
家
族
を
対
象
に
、
自
治
体
負

担
の
自
転
車
保
険
加
入
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
市
で
も
導
入
す
る
考

え
は
な
い
か
。ま
た
、幼
児
２
人
同

乗
用
３
人
乗
り
自
転
車
レ
ン
タ
ル

事
業
で
は
、　

台
の
貸
し
出
し
に

２０

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

対
し
、
毎
年
そ
の
３
倍
の
申
し
込

み
が
あ
る
状
況
と
聞
き
、
増
台
が

必
要
だ
と
思
う
が
、応
募
状
況
は
。

事
業
開
始
か
ら
６
年
が
経
過
し
、

自
転
車
の
劣
化
も
進
ん
で
い
る
と

思
う
が
、修
理
や
事
故
の
状
況
は
。

　

答　

自
転
車
は
、
誰
で
も
気
軽

に
使
え
る
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
交
通
手
段
だ
が
、近
年
、自
転
車

が
加
害
者
と
な
る
高
額
な
賠
償
責

任
事
件
が
全
国
的
に
発
生
し
て
い

る
。
自
転
車
保
険
加
入
は
自
転
車

利
用
者
の
責
務
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
加
入
促
進
に
向
け
、
意
識

啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。ま
た
、

応
募
件
数
は
、
平
成　

年
度
は　

２８

６５

件
あ
り
、　

年
度
予
算
で
、台
数
拡

２９

充
や
購
入
助
成
へ
の
移
行
な
ど
も

含
め
、検
討
を
進
め
た
い
。修
理
は

タ
イ
ヤ
７
件
、
ブ
レ
ー
キ
ワ
イ
ヤ

ー
３
件
の
交
換
、　

台
全
て
の
バ

２０

ッ
テ
リ
ー
の
交
換
を
終
了
し
て
お

り
、事
業
開
始
後
、自
転
車
乗
車
中

の
事
故
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
爆
音
解
消
に
向
け

て
」
「
落
合
・
吉
岡
地
区
区
画
整

理
に
つ
い
て
」
「
洪
水
対
策
の
調

整
池
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

市負担による自

転車保険導入と

貸し出し自転車増台を

あ
や
せ
未
来
会
議　

比
留
川
政
彦

　

問　

国
の
平
成　

年
版
高
齢
社

２８

会
白
書
に
よ
る
と
、
高
齢
者
の
人

口
が
平
成　

年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え

５４

る
と
推
計
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
、
厚
生
労
働
省
は
、

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活

支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

実
現
し
て
い
く
と
し
て
お
り
、
自

治
体
は
、
３
年
ご
と
の
介
護
保
険

事
業
計
画
の
策
定
・
実
施
を
通
じ

て
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に

基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
し
て
い

る
。
本
市
で
も
、
約
４
人
に
１
人

が
高
齢
者
と
な
り
、
今
後
も
高
齢

化
が
進
ん
で
い
く
と
見
込
ま
れ
る

が
、
市
独
自
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

答　

本
市
の
取
り
組
み
は
、
高

齢
者
が
自
ら
の
経
験
と
知
識
を
生

か
し
て
社
会
参
加
す
る
元
気
高
齢

市
独
自
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
ど
う
構
築
す
る
の
か

者
社
会
参
加
シ
ス
テ
ム
、
要
介
護

状
態
に
な
る
こ
と
を
防
ぎ
地
域
社

会
で
の
活
躍
を
目
指
す
ハ
イ
リ
ス

ク
高
齢
者
介
護
予
防
シ
ス
テ
ム
、

医
療
職
と
介
護
職
に
よ
る
包
括
的

な
支
援
で
在
宅
生
活
継
続
を
目
指

す
要
介
護
者
総
合
支
援
シ
ス
テ
ム

で
、
高
齢
者
の
状
態
に
応
じ
た
３

つ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し

て
い
く
。
特
に
、
元
気
な
高
齢
者

へ
の
施
策
は
、
介
護
給
付
費
の
増

加
な
ど
を
抑
え
、
市
民
の
負
担
軽

減
に
も
な
る
た
め
、
最
優
先
で
取

り
組
み
、
重
点
的
に
施
策
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
「
地
域
の
個
性
を
生
か

し
た
公
園
の
特
色
づ
く
り
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

　

問　

道
路
の
整
備
、補
修
は
、市

民
生
活
の
利
便
性
だ
け
で
な
く
、

企
業
の
活
動
に
も
影
響
す
る
た

め
、
破
損
箇
所
の
速
や
か
な
補
修

対
応
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
市

に
寄
せ
ら
れ
る
、
道
路
に
関
す
る

年
間
通
報
件
数
と
内
容
は
。
補
修

の
通
報
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
活
用
し
た
通
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
市
民
が
通
報
す
る
こ
と
に
よ

志
政
あ
や
せ　

笠
間　
　

昇

り
、
市
政
へ
の
市
民
参
加
を
感
じ

て
も
ら
え
、
職
員
の
受
付
事
務
の

簡
素
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
し
な
い
か
。ま
た
、シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
う
え
で
、
今
後
ど
の
よ

う
な
効
果
が
期
待
で
き
る
の
か
。

　

答　

平
成　

年
度
は
、
１
０
７

２７

５
件
、　

年
度
は　

月
末
現
在
で

２８

１１

７
２
５
件
依
頼
が
あ
り
、
舗
装
面

の
破
損
、側
溝
の
詰
ま
り
、草
刈
り

の
対
応
や
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
修

繕
な
ど
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
市
政
へ
の

市
民
参
加
を
よ
り
高
め
る
有
効
な

手
段
と
考
え
て
お
り
、現
地
写
真
、

位
置
情
報
な
ど
を
送
信
で
き
る
、

通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。ま
た
、こ
の
シ
ス
テ
ム
の

導
入
は
、
市
民
の
み
ち
づ
く
り
へ

の
関
心
や
、
行
政
と
の
連
携
が
強

化
さ
れ
、
安
全
安
心
な
道
路
維
持

や
、行
政
事
務
の
軽
減
、迅
速
な
対

応
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
発
災
時
の
初
動
体
制

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

あ
や
せ
未
来
会
議　

佐
竹　

百
里

　

問　

県
内
の
障
が
い
者
雇
用
率

は
、
平
成　

年
６
月
時
点
で
１
・

２７

　

％
と
法
定
雇
用
率
の
２
％
に
達

８２し
て
お
ら
ず
、　

人
以
上
１
０
０

５０

人
未
満
の
企
業
で
は
１
・　

％
に

３４

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
県
は
企
業
訪

問
に
力
を
入
れ
て
啓
発
に
取
り
組

む
と
の
方
針
を
出
し
て
い
る
。
本

市
に
は
、
先
進
的
に
障
が
い
者
雇

用
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
が
あ

る
た
め
、
こ
の
企
業
の
事
例
を
参

考
に
雇
用
を
拡
充
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
う
が
、
本
市
の
状
況
は
ど

う
か
。　

年
に
、市
内
唯
一
の
児
童

２７

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
も
み

の
木
園
に
対
し
て
、保
護
者
か
ら
、

療
育
の
質
の
向
上
や
職
員
の
専
門

性
の
担
保
な
ど
、
改
善
す
べ
き
こ

と
が
求
め
ら
れ
た
が
、
一
年
を
経

過
し
、
ど
う
取
り
組
ん
だ
の
か
。

　

答　

市
で
は
、
企
業
に
報
奨
金

を
交
付
し
て
障
が
い
者
の
雇
用
促

障
が
い
者
の
雇
用
拡
充
と
も
み

の
木
園
運
営
改
善
の
状
況
は

進
を
図
っ
て
お
り
、
平
成　

年
度

２７

は
、　

社
で　

人
分
の
交
付
実
績

２２

４４

が
あ
っ
た
。
市
内
で
独
自
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
企
業
が
８
社
あ

り
、
近
隣
の
養
護
学
校
と
連
携
し

て
生
徒
の
職
業
体
験
を
受
け
入
れ

雇
用
に
結
び
つ
け
て
い
る
。今
後
、

養
護
学
校
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
り
、
障
が
い
者
の
雇
用
促
進

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
も
み
の

木
園
で
は
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
療
育
の
質
の
向
上
を
図
る
た

め
専
門
家
の
研
修
に
よ
り
知
識
、

技
術
の
指
導
を
受
け
た
。さ
ら
に
、

有
識
者
に
よ
る
も
み
の
木
園
運
営

検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
療
育
、

運
営
な
ど
の
指
導
と
助
言
を
受
け

て
、
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

道路通報アプリ

ケーションを活

用したシステム導入を

１月１５日の「市駅伝競走大会」、気迫のタスキリレー
＜市民スポーツセンターにて＞

　

問　

綾
瀬
市
民
の
歌
は
、
有
名

な
作
曲
家
が
作
曲
し
、
市
民
公
募

に
よ
り
作
詞
さ
れ
た
感
動
的
な
歌

だ
と
思
う
。
こ
の
歌
が
作
ら
れ
た

経
緯
や
、
ど
の
よ
う
な
と
き
に
歌

わ
れ
て
き
た
の
か
。
こ
の
歌
は
、

大
変
良
い
と
思
う
が
、
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
市
民
も
多
い
と
思 

う
。
ふ
る
さ
と
意
識
を
醸
成
す
る

た
め
に
も
、
行
進
曲
バ
ー
ジ
ョ
ン

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
や
自
治

会
な
ど
に
お
知
ら
せ
し
、
運
動
会

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

な
ど
で
、
効
率
的
な
活
用
が
で
き

な
い
か
。
さ
ら
に
、
市
の　

周
年

４０

記
念
事
業
の
際
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
役
所
職
員

は
新
人
研
修
な
ど
で
、
こ
の
歌
を

覚
え
る
機
会
は
あ
る
の
か
。

　

答　

綾
瀬
市
民
の
歌
は
、
昭
和

　

年　

月
に
市
制
施
行
１
周
年
を

５４

１１

記
念
し
、
市
民
の
交
流
と
郷
土
愛

を
育
む
市
の
象
徴
と
し
て
作
成 

し
、
こ
れ
ま
で
、
市
の
表
彰
式
典

な
ど
で
使
用
し
て
き
た
。
学
校
や

自
治
会
な
ど
に
対
し
、
市
民
の
歌

の
素
材
を
提
供
し
、
活
用
の
促
進

を
行
う
と
と
も
に
、　

周
年
記
念

４０

事
業
で
は
、
式
典
で
の
斉
唱
や
記

念
誌
で
の
周
知
な
ど
を
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
新
採
用
研
修
の
中

で
、
市
民
の
歌
を
覚
え
る
よ
う
な

機
会
は
設
け
て
い
な
い
が
、
職
員

が
こ
の
歌
を
覚
え
る
こ
と
は
大
切

と
考
え
て
お
り
、
新
採
用
研
修
な

ど
で
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
厚
木
基
地
基
地
行
政

の
今
後
を
考
え
る
」
「
シ
テ
ィ
セ

ー
ル
ス
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向
け

て
」
を
質
問
）

綾瀬市民の歌を

効果的に活用し

ふるさと意識の醸成を

市公認キャラクター
「ブタッコリ～」


